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 細胞情報伝達には様々なメカニズムが関与するが、拡散過程はすべての情報伝達に

影響を与える基本的な物理的要因である。その細胞内の拡散過程は様々な分子が高密

度雑多に混在する細胞内微環境に影響を受けている。 

細胞内は単に細胞内微環境と呼ばれていたが、近年では、細胞内で生体分子が高密度

に存在する高分子クラウディング状態（Macro Molecular Crowding, MMC）や、特定

の生体分子を細胞内の液相から相分離する液液相分離（Liquid-liquid Phase 

Separation: LLPS）といった具体的な構造の存在が注目されつつある。そのような構

造の持つ物理化学的な性質や、それらが細胞内の分子間相互作用や細胞内情報伝達に

与える影響を明らかにするための方法として、蛍光相関分光と偏光蛍光相関分光法に

ついて解説する。 

 
多数の皆様の御来聴をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

連 絡 先：神経機能形態学  寺田純雄  Tel.03-5803-5149 
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